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要請番号（JL22718B13）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

エルサルバ
ドル G182 小学校教育 個別 新規 2年 ・2019/1 ・2019/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

アムン・シェア総合学校(AMUN SHEA)

3）任地（ モラサン県ペルキン市 ） JICA事務所の所在地（ サンサルバドル市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

本配属先は、幼稚園から高等学校までを有する私立の一貫校であり、児童生徒の創造性や自主性を促すことを目的
に、2008年、当地でミッション系ボランティアとして活動していたアメリカ人によって創設された。本配属先に通う児
童生徒の半数近くは、貧困や親の不在など家庭に困難を抱えている。授業では主要5教科の他に、コンピュータ技術、環
境教育、農業実習など多岐に渡るプログラムを提供。2018年の生徒数は、幼稚園部20名、小学部42名、中学部24名、高
等部6名の計92名であり、7名の教員で運営している。2018年の年間予算は8万2千米ドル。地元企業などからの支援は得
ているが、これまで外国援助団体からの支援はない。

【要請概要】
1）要請理由・背景

本配属先では、児童生徒の自主学習を促すため自習時間の充実を図っているが、2018年2月から4月の7週間、日本人イ
ンターンが本配属先中学生の自習時間の補助に入り、数学の学習支援に関わった。自習時間では、JICA初中等教育算数・
数学指導力向上プロジェクト(ESMATE)で作成された教材が使用され、同インターンは教材の理解が難しい生徒に対する
説明のほか、九九や百マス計算の導入、まだ家庭学習促進のための家庭訪問も行った。その結果、学習支援開始前に実
施された数学の実力テストの正答率約20%が、学習支援後には約75%まで向上した。本配属先からは、以上の学習シス
テムを長期的に実施すること、また、現在、児童生徒によって行われているクラブ活動(ダンス、卓球、スピーチ、コン
ピュータ、理科など)をサポートする人材を求めており、JICAボランティアの要請となった。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

ボランティアは配属先同僚とともに以下の活動を行う。
①小中学部の授業時間外の自主勉強時間で算数・数学の学習支援を行う。
②全体または習熟度別グループで行われる算数・数学の課題解決型授業への支援を行う。
③児童生徒の自主的活動として実施されるクラブ活動への支援を行う。
④配属先の状況に応じて、生活課題(生産活動・環境・保健衛生等々)解決に取り組むワークショップの企画・運営への
支援を行う。
⑤配属先同僚教員と行う算数・数学科指導法改善研修会の企画・運営への支援を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

JICA初中等教育算数・数学指導力向上プロジェクト作成教材、理科実験室、コンピュータなど

4）配属先同僚及び活動対象者

学校長(40代女性・数学教員)
教育コーディネータ(20代男性)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


数学教員 1名
その他教員 4名(英語1名、国語1名、理科1名、幼児教育1名)
小学部・中学部児童生徒66名

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（教諭免許（校種・教科不問））

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）2年以上　備考：

[参考情報]：

　・体育・文化問わず部活指導経験があるとよい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯夏季少雨気候）　気温：（10～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
住居は、原則ホームスティとなる。
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